
1992年

私
達
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し

て
自
由

・
平
等
で
あ
り
、
幸
せ
に

生
き
る
権
利
を
持

っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
願
い
や
権
利
は
、
「基
本

的
人
権
」
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
日
常
生
活
の
中
で
、

私
達
は
古
く
か
ら
の
因
習
や
世
間

体
に
取
ら
わ
れ
た
も
の
の
見
方
や

考
え
方
に
影
響
さ
れ
、
と
き
に
は

誤

っ
た
判
断
を
し
て
、
知
ら
ず
知

ら
ず
の
う
ち
に
、
人
権
を
侵
害
し
、

人
の
幸
せ
を
踏
み
に
じ

っ
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
同
和
地
区
出
身
で

あ
る
こ
と
、
女
性
で
あ
る
こ
と
ま

た
は
障
害
者
で
あ
る
こ
と
な
ど
を

理
由
に
差
別
す
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
で
し
よ
う
か
。
そ
し
て
こ

う
し
た
問
題
の
中
で
も

つ
と
も
深

刻
で
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
同

和
問
題
が
あ
る
の
で
す
。

こ
う
し
た
差
別
は
、
私
た
ち

一

人
ひ
と
り
が
な
く
し
て
い
こ
う
と

い
う
姿
勢
を
持
ち
、
努
力
し
て
い

か
な
い
か
ぎ
り
自
然
に
な
く
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
で
は
、
県
が
実
施
し
た
「同

和
問
題
に
関
す
る
県
民
意
識
調
査
」

結
果
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一』

■
１
ゴ

、ェンノ
層

ヽプ 同
和
問
題
の
解
決
は

み
ん
な
の
課
題

広 報

」Lがlby

205%

5.9%

9.5%

4.7%

15.0%

5.8%

4.0%

8.6%

4.4%

2.2%

7.4%

7.9%

4.1%

1.同和地区の存在や同和問題について知っていますか。

2.いつ、どのような方法で知りましたか。
(は じめて知った時期 )            (は じめて知った方法 )

小学生に入る前

小学生のころ

中学生のころ

高校生のころ

18～19歳のころ

20歳以降

おぼえていない

その他

回答をし

1.9%  父母 など家族 から聞いた

同和地区のことは知らな。

回答なし

近所の人から聞いた

学校の友達から聞いた

職場の人から聞いた

学校の授業で教わった

講演会 などで聞いた

広報紙で読んだ

テ レビなどで知った

近 くに同和地区があっ

その他

おぼ えていない

232%

20.3%

9.7%

53%

16.9%

110%

8.6%

3.1%
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人□の動き
(9月 1日現在)

世帯数 2,542( 6)
男  4,002( 10)
女  4,321( 4)

総 数 8,323( 14)

編
集
後
記

今
年
の
敬
老
会
で
は
、
昨
年
の

四
百
九
十
三
人
を
三
十

一
人
上
回

る
五
百
二
十
四
人
の
あ
年
寄
り
の

方
々
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。
昔
は
、

あ
年
寄
り
が
楽
し
む
ス
ポ
ー
ツ
と

言
え
ば
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
頭
に
浮

か
び
葱
す
が
、
△フ
で
は
グ
ラ
ウ
ン

ド

・
ゴ
ル
フ
な
ど
親
じ
め
る
ス
ポ

ー
ツ
が
増
え
て
き
誅
し
た
。
や
は

り
、
体
を
動
ガ
す
こ
と
が
健
康
の

秘
訣
で
は
な
い
の
で
し
よ
う
か
。

▼
南
在
の
老
人
グ
ラ
ブ
で
は
、
缶

年
二
回
づ
つ
、
中
坂
峠
と
別
所
の

堤
の
草
刈
り
奉
仕
作
業
を
さ
れ
て

い
ま
す
。
重
い
草
刈
り
機
で
草
を

刈
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も

老
人
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い

っ
ば
い
の
住
み
よ
い
町
に

し
ま
す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の

薫
る
潤
い
の
あ
る
町
に
し

ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供

の
夢
を
育
て
華
せ
な
町
に

し
ま
す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振

興
し
活
力
あ
る
町
に
し
ま

す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
山

身
を
き
た
え
健
全
な
町
に

し
ま
す
。

同和問題 に関する県民意識調査は、県内にお住 まいの20歳 以上の方5,000人 を対象に、県が、平成 2年 10

月から11月 にかけて実施 したもので、その うち2.899人 (回収率57.98%)か ら回答 を得たものです。

おめで

お<やみ

_もうレあげます

(住所〉 (遺族) (死 亡者)(年齢)

高 森  11」 田 正満 山田 正- 79

草 部 遠山 哲夫 遠山スエ ト 94

色 見 岩下マツミ 岩下 眩盛 70

高 ‐
森 平松 陽子 平松 ンナ 78

∫雷ミ

ありがとうございました (敬称略)

■社会福祉協議会ヘ

く香典返 し〉津留大蔵、月下マツミ、

遠山哲夫、馬原広雄

〈病気見舞返礼〉中山秋広

」豊 灯

さんの 2男

■

■

■

■

(1992 8月 受イヽ十分)

教称略)颯

赤 ち ゃ ん

たんじよう

桐原 誠也ちゃん

(高 森)7・ 21生

平田 恵美ちゃん

(高 森)7・ 28生

楢本野 希ちゃん

(上色見)8・ 1生

杉田知嘉子ちゃん

(高 森)8・ 1生

I[■_■1良

`コー ミ

平  表ノし Tさ
んの長女

玲 子

:II::,  .:童::ノ7 中
さんの長男

美紀代

午 偲
さんの 2女

隆.子

(14)

草刈奉仕作業をする老人クラブの皆さん

(1)

`な
菫:饉難‐

の

知つている
.■88%



お せ
_」

平
成
四
年
第
三
回
町
議
会
定
例
会
は
十
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
五

日
ま
で
、
五
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
の
定
例
会
で
は
、
平
成
四
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
四
億

九
千
四
百
万
円
を
追
加
し
た
ほ
か
、
特
別
会
計
補
正
予
算
、
教
育
委

員
会
委
員
の
任
命
な
ど
九
議
案

（議
員
提
出
議
案
二
を
含
む
）
が
原

案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
を
中
心
に

五
億
六
百
万
円
を
補
正

平
成
四
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ

ぞ
れ
四
億
九
千
四
百
六
万
四
千
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
四
十
億
二
百
十
三
万
四
千
円

と
し
ま
し
た
。

補
正
の
主
な
内
容
は
、
財
政
調

整
基
金
の
積
立
金
に

一
億
三
千
百

八
万
八
千
円
、
道
路
新
設
改
良
費

に
六
千
五
百
万
円
、
災
害
復
旧
費

に
二
億
七
千
三
百
六
十
七
万
五
千

円
な
ど
の
追
加
と
な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
の
総
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
四

百
二
十
八
万
五
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
七
億
三

千
三
百
四
十
四
万
七
千
円
と
、
簡

易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算
の
総

額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
三
百
七
十
五
万

五
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
の

揮
し
ま
す
。
何
枚
も
切
る
と
き
は
、

何
度
も
包
丁
を
温
め
な
が
ら
切

っ

て
く
だ
さ
い
。
こ
う
す
れ
ば
、
食

ハ
ン
は
最
後
ま
で
き
れ
い
に
切
れ

ま
す
。

食
べ
残
し
た
焼
き
た
て
の
食
パ

ン
は
、
ポ
リ
袋
か
ラ

ッ
プ
フ
ィ
ル

総
額
を
二
億
六
千
四
百
九
十
五
万

三
千
円
と
、
農
業
用
水
供
給
事
業

特
別
会
計
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

れ

一
千
六
百
四
十
二
万
三
千
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
の
総
額
を
九

千
九
百
九
十

一
万

一
千
円
と
、
誘

致
工
業
用
地
取
得
及
び
用
地
造
成

事
業
特
別
会
計
予
算
の
総
額
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
三
万

一
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
の
総
額
を

一
億
四
千
二

百
九
十
六
万
九
千
円
と
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
に

松
野
氏
と
堀
田
氏
を
任
命

教
育
委
員
会
委
員
の
松
野
清
氏

は
、
平
成
四
年
十
月
四
日
を
も

つ

て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、
議
会

の
同
意
に
よ
り
松
野
清
氏

（６７
）

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
下
光
明
氏
が
同
日
を

も

つ
て
任
期
が
満
了
す
る
た
め
、

議
会
の
同
意
に
よ
り
上
色
見

・
東

中
原
の
堀
田
彰
氏

（７０
）
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（松
野
氏
）

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ

い
て

（堀
田
氏
）

■
平
成
四
年
度
高
森
町

一
般
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て■
平
成
四
年
度
高
森
町
農
業
用
水

供
給
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て

■
平
成
四
年
度
高
森
町
誘
致
工
業

用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

■
第
十

一
次
道
路
整
備
五
箇
年
計

画
の
総
投
資
規
模
を
大
幅
に
拡
大

す
る
こ
と
等
に
関
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

■
第
二
次
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
五
箇
年
計
画
に
お
け
る
大
幅
な

事
業
費
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書

の
提
出
に
つ
い
て

議 会 だ よ り

(2)

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど

九
議
案
を
審
議
可
決

「食
バ
ン
は
、　
ハ
ン
屋
さ
ん
か

ス
ー

ハ
ー
で
、
ス
ラ
イ
ス
ハ
ン
を

買
う
」
と
い
う
家
庭
が
、
最
近
は

多
く
な

っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
し

か
し
、
焼
き
た
て
の
フ
ワ
フ
ワ
し

た
柔
ら
か
い
食
バ
ン
を
丸
ご
と
買

っ
て
き
て
、
食
べ
る
た
び
に
切
る

の
も
、
風
味
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
焼
き
た
て
の
柔
ら

か
い
食
バ
ン
は
包
丁
が
ス
ム
ー
ズ

に
通
ら
ず
、
き
れ
い
に
切
る
の
が

意
外
に
む
ず
か
し
い
も
の
で
す
。

無
理
に
切
ろ
う
と
す
る
と
食
バ
ン

の
形
が
崩
れ
、
ベ
チ
ヤ
ン
コ
に
つ

ぶ
れ
て
し
ま
い
、
見
た
日
に
も
よ

高
　
森

・

森

く
あ
り
ま
せ
ん
。

柔
ら
か
い
食
バ
ン
を
き
れ
い
に

切
る

コ
ツ
は
、
包
丁
を
温
め
る
の

が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
ガ
ス
コ
ン
ロ

な
ど
で
、
包
丁
を
火
に
あ
ぶ

っ
て

温
め
ま
す
。
あ
ま
り
火
に
近
づ
け

る
と
包
丁
の
刃
を
傷
め
る
の
で
、

Ｆ

●

ヽ
●
＾ヽ

〓

●
卜
ば

ヽ

ヽ
，

ヽ
●
こ

た
に

↑
■

１

ヽ

に

ヽ

Ｌ
ヽ

■
，

●
ｔ
に

゛

Ｌ

ざ

●
、
ヽ
た
●
●

ん
に
や
ヽ

ヽ
●
ヽ
Ｌ

ｏ
ｌ

■

，

ど

ん
に
ヽ

■

卜
●

―

ミ
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ヽ

■

ヽ
●

゛

ざ

●
●
さ

‘

■
―
卜
よ

ヽ
暉

‘
＾
ヽ

」
ヽ
Ｌ

ヽ

に
，

■

一
ヽ
■

に

■

ヽ

ざ
ｔ
ギ

■
卜

に

＾ヽ

卜
苺
■
一Ｆ

■

卜
よ

た
」
一ヽ

■
一
ざ

た
に
よ

占

苺

●
ヽ

バ
■
に
バ
■
に

Ｆ

Ｉ

ぶ
Ｉ
Ｉ
●

た
―

，

―

岩
　
下

雅

広

さ

ん
囲

●

●   ●

包
丁
を
遠
火
や
熱
湯
で
温
め
る

遠
火
で
温
め
て
く
だ
さ
い
。
包
丁

に
熱
湯
を
か
け
て
、
温
め
る
の
も

い
い
で
し
ょ
う
。

温
め
た
包
丁
を
食
パ
ン
に
当
て
、

前
後
に
こ
ま
め
に
動
か
し
な
が
ら
、

切
る
と
、
パ
ン
屋
さ
ん
に
あ
る
ス

ラ
イ
サ
ー
顔
負
け
の
切
れ
味
を
発

ム
で
密
封
し
た
あ
と
、
冷
凍
庫
に

入
れ
保
存
し
ま
す
。
食
べ
る
と
き

に
解
凍
す
れ
ば
、
焼
き
た
て
同
様

の
風
味
で
、
お
い
し
く
食
べ
ら
れ

ま
す
。

山
型
の
食
バ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、

四
角
い
食
パ
ン
に
も
、
上
下
が
あ

5日 間の日程で開かれた第 3回定例町議会☆ 仕事は楽しいですか

今年、 4月 1日 付で町役場の職員とし

て採用され 6カ 月が経ちましたが、まだ

まだ毎日が勉強の繰 り返 しで、忙 しい日々

を送っています。

☆ 今、 いちばんや りた いことは

お金をためて、次にゴルフクラブを一

式手に入れて、最後に手にまめができる

までゴルフをしたい。

☆ どんな町づ <り を望 み ますか

眺めるだけの観光じゃなくて、遊べる

観光もできる町になれば、 もっと人が集

まってくると思います。

10 10 10 10
月 月 月 月
25  18  11  10
日 日 日 日

寺 立 中
室  昼  圏

崎③野0村②
0  2  0

医 1病 3医 3
1   3   0

院 1院 3院 9

(13)

り
ま
す
。
上
の
ほ
う
よ
り
下
の
ほ

う
が
、
固
く
し

っ
か
り
し
て
い
ま

す
。
焼
き
た
て
で
な

い
食
バ
ン
を

切
る
と
き
は
、
こ
の
特
性
を
生
か

し
、
下
に
な
る
固
い

一
辺
を
手
前

に
し
て
、
そ
の
角
か
ら
包
丁
を
入

れ
ま
す
。
こ
う
す
れ
ば
包
丁
の
刃

が
入
り
や
す
い
、
食
パ
ン
の
固
い

部
分
が
支
え
に
な

つ
て
、　
つ
ぶ
れ

ず
ス
ム
ー
ズ
に
切
れ
ま
す
。

/

新 しく教育委員に

なられた堀田彰さん
レ 多

ｎ
ｕ

１１

月

１

日

１１
月
３
日
　
南

――――
後

馬

原

内

科

医

院

屋
０
０
６
４
６

東
　
　
医
　
　
院

１１
月
８
日
　
渡
　
辺
　
内
　
科

圏
０
１
７
７
７

※
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り

ン
サ
ー
ビ

六
ヽ
い

。

8郷お

1診 療 は

時か ら

時 まで

（２
）０
３
７
８

谷
整
形
外
科

０^
３
３
５
１

□ □

□ □ □ □ □ □

□ □

ロ ロ
上食
手パ

ン
の

な
切
り
方

■勤務先

■趣  味

■血液型

高森町役場

ドライブ

クールでニヒルなA型

今月の表紙
今
年
も
、
り
ん
こ
の
木
に
真

っ
赤
な
実
が
実
り
、
観
光
り
ん

ご
園
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

現
在
、
七
箇
所
の
り
ん
ご
園

で
約
七
衿
、
ツ
ガ
ル
や
千
秋
、ジ

ョ
ナ
ゴ
ー
ル
ド
な
ど
六
種
類
の

り
ん
ご
が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
各
り

ん
ご
園
で
は
、
小
学
生
や
保
育

園
児
に
開
放
。
訪
れ
た
子
供
た

ち
に
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

Ⅲ

可
―
―
ｌ
ｔ

｝―
爾
　
　
　
　
　
　
絆

一　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

「一一一「層鸞
‘
・
　
　
，
■

鰈
馘
⑫
・・・

ョ
題
翅目
□
麟
一一一一一一一一，

枠
ヽ

一
´

可
決
し
た
議
案

（②
・　
２
２
２
２
）

爾
亀■」,′

鰐

1は

プロフィニル



年

　
　
金

行
　
　
政

専
門
の
相
談
員
に
よ
る
年
金
相

談
所
が
開
か
れ
ま
す
。

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
ま
す
。

お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ

い
。

■
と
　
き
／
１０
月
２６
日

（月
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

相
談
室

１０
月
１１
日
か
ら
１７
日
ま
で
全
国

一
斉
に
行
政
相
談
週
間
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

期
間
中
、
本
町
で
は
、
次
の
と

お
り
行
政
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

役
所
の
仕
事

（行
政
）
に
つ
い
て

苦
情
、
意
見
、
要
望
を
お
持
ち
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

■
と
　
き
／
１０
月
１６
日

（金
）
午

前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
中
央
公
民
館

本
町
の
行
政
相
談
員
は
、
次
の

方
で
す
。

本
田
　
卓
（上
色
見
二
五
九
四

四
昼
０
１
０
１
１
）

巾
テ
ク
ノ
カ
ワ
バ
タ
で
は
、
従

業
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
資
格
／
１８
歳
か
ら
３５
歳
ま
で
の

高
卒
以
上
の
女
子

■
職
種
／

一
般
事
務

■
募
集
人
数
／
１
名

詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
金

島

（
雷
０
９
６
８

・
２
４

・
５
９

３
５
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

高
森
町
と
蘇
陽
町
が
合
同
で
誘

致
を
進
め
て
い
ま
し
た
高
森
工
業

団
地
に
、
欄
青
山
製
作
所
が
進
出

し
、
９
月
１８
日
に
落
成
、
本
格
的

な
操
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
、
青
山
製
作
所
さ
ん
の
ご

協
力
を
得
て
、
次
の
と
お
り

一
般

の
町
民
の
方
を
対
象
に
工
場
内
の

見
学
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
見
学
く

だ
さ
い
。

■
日
時
／
Ｈ
月
３
日

（火
）

・
２３

日

（月
）
午
前
１０
時
か
ら
午
後
３

時
ま
で

■
申
し
込
み
方
法
／
見
学
日
を
指

定
の
う
え
団
体

・
個
人
で
直
接
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
先
／
町
役
場
企
画
課

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）

県
民
の
防
犯
意
識
の
高
揚
を
図

る
た
め
の
施
策
、
そ
の
他
の
防
犯

対
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、

安
全
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
を
実

現
す
る
た
め
、
全
国
防
犯
運
動
が

次
の
と
お
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

■
期
間
／
１０
月
Ｈ
日

（日
）
か
ら

１０
月
２０
日

（火
）
ま
で
の
１０
日
間

■
運
動
の
重
点

●
暴
力
追
放
（暴
力
団
の
排
除
）

●
少
年
の
非
行
防
止

●
自
転
車

。
オ
ー
ト
バ
イ
盗
の

防
止

警
察
で
は
、

一
般
市
民
を
被
害

に
巻
き
込
む
け
ん
銃

・
覚
せ
い
剤

の
取
締
の

一
環
と
し
て
、
け
ん
銃

・
覚
せ
い
剤
相
談
電
話
を
設
置
し

ま
し
た
。
（
８
０
９
６

・
３
８
４

・

４
４
４
４
）

歯
の
健
康
情
報

歯
医
者

へ
の
上
手
な
か
か
り
方

多
く
の
患
者
さ
ん
は
、
歯
が
痛

く
て
苦
し
ん
で
、
は
じ
め
て
歯
科

医
院
に
来
る
よ
う
で
す
。
し
か
も
、

そ
ん
な
人
に
限

っ
て
、
治
療
は
痛

い
か
ら
と
か
、
時
間
が
か
か
る
と

か
、
費
用
が
か
か
る
と
か
、
気
持

ち
が
悪
い
か
ら
と
か
、
い
ろ
い
ろ

勝
手
な
こ
と
を
主
張
し
ま
す
。

ム
シ
歯
は
、
小
さ
い
時
期
か
、

痛
み
始
め
る
前
に
治
療
す
れ
ば
、

時
間
的
、
経
済
的
に
簡
単
に
終
わ

り
ま
す
。
ム
シ
歯
は
自
然
に
治
る

と
言
う
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
放
置

す
れ
ば
悪
く
な
る

一
方
で
す
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

最
も
よ
い
の
は
、
ム
シ
歯
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
が

一
番
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
年

に

一
回
ぐ
ら
い
の
定
期
診
断
を
受

け
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
治
療
を
始
め
て
、
痛
み

が
止
ま

っ
た
か
ら
途
中
で
通
院
を

止
め
る
と
、
せ

っ
か
く
治
療
し
た

歯
も
、
抜
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
結
果
に
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
完
全
に
治
療
が
終
わ
る
ま

で
通
う
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

熊
本
県
歯
科
医
師
会

●   ●

●   ●

障
害
者
福
祉
年
金
が

受
け
ら
れ
ま
す

町
で
は
、
障
害
者
の
福
祉
の
増

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
身
体

に
障
害
を
有
す
る
方
を
対
象
に
、

身
体
障
害
者
福
祉
年
金
を
支
給
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

一
、
年
金
に
該
当
す
る
人

身
体
障
害
者
法
第
十
五
条
に

定
め
の
あ
る
身
体
障
害
者
手
帳

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
で
、
そ

の
障
害
の
程
度
が

一
級
か
ら
六

級
ま
で
の
方
及
び
療
育
手
帳
を

持

っ
て
い
る
人
。

二
、
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
人毎

年
十
二
月

一
日
現
在
で
、

高
森
町
に
引
き
続
き

一
年
以
上

居
住
し
て
い
て
、
住
民
基
本
台

帳
に
登
載
さ
れ
て
い
る
人
。

た
だ
し
、
次
の
人
は
本
町
に

一
時
住
所
が
無
く
な

っ
た
場
合

で
も
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

①
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ

る
更
正
援
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
人

０
精
神
薄
弱
者
福
祉
法
に
よ

る
援
護
施
設
に
入
所
し
て

い
る
人

０
児
童
福
祉
法
に
よ
る
福
祉

施
設
に
入
所
し
て
い
る
人

①
学
校
教
育
法
に
よ
る
特
殊

学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

年
金
を
受
け
る
資
格
の
あ
る

人
が
満
二
十
歳
未
満
の
時
は
、

そ
の
扶
養
義
務
者
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

三
、
申
請
の
方
法

年
金
は
、
本
人
又
は
扶
養
義

務
者
が
、
町
役
場
町
民
福
祉
課

（
圏
②
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
）
に
中
請
し

て
下
さ
い
。

た
だ
し
、
扶
養
義
務
者
が
な

い
場
合
は
、
地
区
担
当
の
民
生

委
員
が
代
わ

つ
て
申
請
で
き
ま

す
。

四
、
年
金
の
額

四
級
か
ら
六
級

及
び
Ｂ
か
ら
Ｂ

一
級
か
ら
三
級

及
び
Ａ
か
ら
Ａ

障

害

程

度

二
、
○
○
○
円

三
、
○
○
○
円

年
　
金
　
額

7月 26日 に執行された第16回参議院議員通常選挙では、

選挙区選出議員77人 と比例代表選出議員50人 が決まりま

した。

町選挙管理委員会では、選挙の版|:在 区別投票結果をま

とめました。投票率の高かったのは河原 (二 )の85%で、

町全体の平均は68.15%で した_

こ1色 見地区簡易水道水量拡張・改良工事 (第 一工

区平成 4年 9月 8日 ～平成 5年 2月 10日 )

19,570,000円   1伸藤本組

②同第 2工区

18,128,000円   1株飯塚電気工業

3｀ 同第 3工区

20,435,200円   唆1日 向屋

つ第 3期山村振興対策事業特産品加工施設建築工

事 (平成 4年 8月 17日 ～平成 5午 2月 28日 )

34,917,000円   1有 )勝木工務店

⑤同電気設備 11事 (平成 4年 8月 10日 ～平成 5年

2月 28日 )

9,579,000円   1鞠九電工南阿蘇営業所

0同機械設備工事 (平成 4年 8月 10日 ～平成 5年

2月 281ヨ )

21,630,000円   1仰藤本組

士
ロ

，
不

労働保険の加入手

続はあすみですか

労働保険は労働災害 (業務災害、

通勤災害)が発生した場合に、労働

者とその遺族への救済、並びに労働

者が失業 した場合に、保険給付を行

うと共に事業主に対し雇用の安定に

役立つ助成金の給付を行 うなど、労

使のための制度です。

労働保険は、労働者を雇用 してい

る事業主はすべて加入することが義

務づけられています。

事業主の皆 さんには

度を更に理解 していただき、働

全てが労働保険の恩恵を受けるこ

ができるよ う、本年度 も 1月 を 「労

働保険適用促進月間」と

動を展開す ることにな り

未加入事業主におかれ

是非この機会に加入され

願いい す。なお、

度 | 最寄 りしいこ

の

又

にお尋ね くだ さい。

従
　
業
　
員

工

場

見

学

順

い
匹●

駐 在 |ヽ

合   :1

有権者 投票者 投り1・イi ll‖

`

投票者 投‐
1・ I イ1確 |( 投票率

il,f    原(二 ) 60 8500 8929 」6 b125

欠 野 136 104 764F 3ヽ1)喬 F143

償 1「 314 263 7615 164 120 7317 181〕 113 F911

西 | .中 国 」12 158 「153 107 「2911 105 80 7619

天 1申 168 121 7381 6ゼ i35 8554

「 在 .|||∫ | 226 F314 14S l l11 F132 161 116 7205

戸狩・山鳥・井上 219 180 F229 124 7339 125 89 7120

中 |ボ 160 108 7200 6575 60 7792

菅 山 116 「155 6981 7302

|千 || 2111 150 F143 103 6796 107 7.177

水  ま:i:  |チ i: 198 141
~121

7634 105 6667

津   留1高 森) 112 100 F012 69 「681 73 IF 6438

上 |||| l'0 119 7000 F9 6F09 F253

下 り| 69.51 4(| 29 7250 42 6667

尾    ド|, 6951 ‖ 6341 ll 7561

早 ‖| 286 197 6888 136 103 7574 150 626F

17 旭 i壺 |「 | 326 6878 ]21 157 F[|(〕 9 ゼ511 169 6760

18 津   |ヤ |) 194 133 6856 60 697↑ ||)8 6759

19 ||||   ||| | 161 110 6832 6962 6707

20 ・、 「|! IIl 181 124 6739 60 689F 61 6598

付 山 318 212 666F 115 6114 lF3 119 6879

Iイ | 和 528 352 6667 242 151 6240 286 201 7028

23 ド 町 450 298 6622 202 13・ 1 6631 218 164 6613

木
ヽ 」2「 119 6564 62.68 128 8F 6797

」3 前原 ―
|ヽ 倉原 ]13 13F 6432 104 6827 109 66 6005

lt川 ・ 人 村 lF(| 105 6176 6410 5978

l(,1 F6 5672 5ぶ |)6 「2 5556

そ   下|― ) 1()0 36 5600 19 ]ヽ 5711 5190

野   尻(■ )

“

| 36 5217 32 6563 37 1051

津   留|■ ) 130 5154 30 5263 73 5068

野   吋|→ 104 4038 19 3725 53 1340

合    言| 6.370 1311 6815 2.999 2.043 6812 3,371 2.298 6817

防

犯

運

動

小日け
ん

談 銃

電 覚
せ

"舌
い

剤

EE
4ヽ

十

八

10/15日 (木)10/26日 (月 )11/5日 (木)時間 9時～15時 (12)(3)

お 知 ら せ

・
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‐
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鵞00磯 けの蝙錮

題 「元  気」

4年

後藤 公子 さん

題「 牛 」

2年

白石 勝也 くん

孵 轟 繹野 fl麟薦1橿圏螢11:・・…・1'i―   )“

`1111餞

:

担任の吉丼京子先生がら…がけから落ちそ

う|こ なつた牛を助け上げている勝也君の様

子がよくわがります。友達のびつくりした

表情がでていますね。

200人 が出席 して開かれた高森地区の敬老会

●

●   ●

担
任
の
廣
石
公
子
先
生
が
ら
…
は
ね
、
と
め
、
は

ら
い
が
て
い
ね
い
に
で
き
ま
し
た
。
ま
さ
に

「
元

気
」
の
あ
る
い
い
字
で
す
。

曰
午

後
摯黍
公
子

餓
鬼
も
人
数
　
無
料
で
食
わ
す
開
店
日

餓
鬼
も
人
数
　
扶
養
控
除

ア
有
難

ア

と
こ
ろ
が
　
農
民
票
は
生
き
と

っ
た

ペ
ン
シ
ヨ
ン
で
　
絵
筆
に
夢
の
色
出
そ
う

ペ
ン
シ
ヨ
ン
で
　
や

つ
と
夏
バ
テ
掃
き
出
し

と
こ
ろ
が
　
賭
け
た
と
た
ん
に

ヘ
ボ
で
無

ア

あ
ば
か
ん
　
畳
の
広
さ
要
る
名
刺

素
早
さ
が
　
嫌
な
野
郎
が
塁
に
出
た

あ
ば
か
ん
　
郡
部
の
票
は
や
る
ぞ
君

．́．．潮一
〕　
　
″州再
＝
・・・・．■
４
ギ
弓
¨̈………‥‥‐
ト
ル
¨ゞ
・・・〓‥粋

町
で
は
、
長
い
月
日
に
わ
た
り

社
会
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
お
年

寄
り
に
感
謝
と
尊
敬
の
心
を
表
そ

う
と
、
七
十
五
歳
以
上
の
お
年
寄

り
を
対
象
と
し
て

『
敬
老
の
日
』

を
中
心
に
、
婦
人
会
と
共
催
に
よ

る
敬
老
会
を
開
き
ま
し
た
。

九
月
十
五
日
午
前
十

一
時
か
ら

開
か
れ
た
高
森
地
区
の
敬
老
会
に

は
金
婚
夫
婦
を
含
め
て
三
百
人
が

出
席
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず

今
村
町
長
が

「我
が
郷
土
高
森
町

が
、
今
日
の
発
展
を
み
る
に
至
り

ま
し
た
の
も
、
皆
さ
ん
方
の
長
年

に
亘
り
陰
に
陽
に
暖
か
く
見
つ
め
、

慈
し
み
育
て
て
い
た
だ
い
た
賜
で

す
」
と
ね
ぎ
ら
い
、
こ
の
後
、
敬

老
年
金
と
記
念
品
代
の
贈
呈
、
金

婚
夫
婦
表
彰
伝
達
、
今
年
か
ら
新

た
に
設
け
ら
れ
た
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
夫
婦
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
お
年

寄
り
に
手
作
り
の
匂
い
袋
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
た
上
在
の
岩
下
芳
子

さ
ん

（７７
）
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
方
々
か
ら
お

祝
い
の
言
葉
が
あ
り
、
最
後
に
敬

老
者
を
代
表
し
て
昭
和
の
財
津
廣

司
さ
ん

（７５
）
が
謝
辞
を
述
べ
て

閉
会
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
祝
宴

が
行
わ
れ
、
高
森
保
育
園
児
の
合

唱
や
婦
人
会
の
踊
り
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

ま
た
、
横
町
の
パ
ツ
チ
ワ
ー
ク

の
婦
人
グ
ル
ー
プ
が
、
お
年
寄
り

に
喜
ん
で
も
ら
お
う
と
、
パ
ツ
チ

ワ
ー
ク
で
作

っ
た

『
状
差
し
』
を

横
町
区
の
敬
老
者
三
十
二
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。
上
色
見
で

は
、
毎
年
敬
老
会
で
踊
り
を
披
露

し
て
く
れ
る
色
見
保
育
園
児
に
、

大
村
の
後
藤
マ
ツ
子
さ
ん

（８７
）

が
、
手
作
り
の

『
肥
後
て
ま
り
』

を
全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

保
育
園
児
に

「肥
後
て
ま
り
」
を

渡
さ
れ
る
後
藤
マ
ツ
子
さ
ん

（上
色
見
地
区
敬
老
会
で
）

暑
中
見
舞
旧
か
な
づ
か
ひ
懐
か
し
く

芋
の
葉
に
露
こ
ろ
／
ヽ
と
今
朝
の
秋

う
と
ノ
＼
と
揺
れ
る
車
窓
に
合
歓
の
花

故
郷
に
流
れ
て
ゆ
け
よ
天
の
川

遠
来
の
客
に
ふ
く
れ
し
盆
世
帯

黙
祷
に
追
憶
か
え
る
終
戦
日

草
む
し
て
首
欠
け
し
ま

ゝ
地
蔵
盆

お
年
寄
り
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
る

婦
人
グ
ル
ー
プ
の
み
な
さ
ん

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

堀
田
　
蘇
仙

馬
原
　
馬
笑

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

浦
塚
　
南
天

熊
川
　
豊
泉

岩
下
　
哀
草

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

草
村
あ

つ
代

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子
　
Ｄ

野
尻
　
里
女

(4)
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僕
達
は
、
出
発
の
前
に
み
ん
な

と
二
回
、
い
ろ
い
ろ
と
韓
国
の
事

を
勉
強
し
て
二
十
二
日
、
待
ち
に

待

っ
た
出
発
の
日
が
来
た
。

高
速
道
路
を
通
り
福
岡
空
港
で

初
め
て
の
出
国
手
続
き
を
し
て
、

飛
行
機
に
乗
り
四
十
分
位
で
韓
国

に
着
い
た
。
初
め
は
、
あ
ま
り
実

感
が
わ
か
な
か

っ
た
け
れ
ど
、
町

を
見
、
人
に
会
い
、
字
の
違
い
や

言
葉
の
違
い
で
、
や

っ
ぱ
り
外
国

だ
な
ぁ
と
思

っ
た
。

僕
達
は
、
初
め
仏
国
寺
に
行
き

ま
し
た
。
仏
国
寺
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
所
を
見
て
思

っ
た
の
が
、
日

本
の
寺
と
違

っ
て
韓
国
の
寺
に
は
、

家
や
門
に
色
が
ぬ

っ
て
あ
る
こ
と

に
気
付
き
勉
強
に
な

っ
た
。

次
に
、
天
馬
塚
古
墳
に
行
き
び

っ
く
り
し
た
の
が
、
古
墳
が
山
と

間
違
え
る
く
ら
い
の
大
き
さ
で
、

そ
れ
が
い
く

つ
も
あ

っ
た
。
そ
の

中
で

一
カ
所
だ
け
古
墳
が
博
物
館

に
な

っ
て
い
て
、
中
は
王
様
の
ネ

ツ
ク
レ
ス
や
か
ん
む
り
が
展
示
し

て
あ

っ
た
。
僕
は
、
や

っ
ぱ
り
こ

ん
な
か
ん
む
り
な
ど
は
、
日
本
の

王
様
の
か
ぶ

っ
て
い
た
の
と
変
ら

な
い
と
思

っ
た
。

そ
し
て
二
日
日
、
ナ
ザ
レ
園
と

言
う
所
に
行
き
ま
し
た
。
ナ
ザ
レ

園
に
は
、
二
十
人
く
ら
い
の
日
本

の
お
ば
あ
ち
や
ん
達
が
い
ま
し
た
。

そ
の
人
達
は
、
韓
国
の
方
に
戦
争

に
来
て
、
は
ぐ
れ
た
人
達
だ
そ
う

で
す
。
僕
達
は
、
初
め
歌
を
二
曲

歌

っ
て
、
サ
ン
バ
お
て
も
や
ん
を

踊
り
ま
し
た
。
次
に
お
ば
あ
ち
や

ん
達
が
歌
を
歌

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
僕
達
が
帰
る
時
は
た
る

の
光
を
歌

っ
て
く
れ
た
。
そ
の
時
、

何
か
か
わ
い
そ
う
で
、
日
本
に
連

れ
て
帰
り
た
か

っ
た
。

夜
、
韓
国
の
中
学
生
と
の
交
流

会
が
あ

っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
プ
レ

ゼ

ン
ト
の
交
歓
と
か
、
だ
し
も
の

を
し
て
親
し
く
な

つ
た
。
こ
の
後
、

友
達
と

一
緒
に
写
真
を
撮

っ
た
り

し
て
交
流
会
を
終
わ

つ
た
。
言
葉

は
通
じ
な
か

っ
た
が
、
と
て
も
楽

し
か

っ
た
。
本
当
は
、
今
日
泊
ま

る
の
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
だ

っ
た

け
ど
、
ホ
テ
ル
に
変
更
に
な
り
残

念
だ

っ
た
。

三
日
目
、
民
族
村
に
行
き
ま
し

た
。
民
族
村
は
と
て
も
広
く
、
そ

の
中
に
は
、
遊
園
地
み
た
い
な
所

も
あ
り
、
昔
住
ん
で
い
た
家
や
土

産
の
店
が
あ

っ
た
。
僕
達
は
、
最

初
お
ば
け
屋
敷
に
行

っ
た
。
入
り

口
か
ら
お
ば
け
が
出
そ
う
な
感
じ

だ

つ
た
が
、
中
は
ち
ょ
っ
と
せ
ま

く
、
あ
ま
り
こ
わ
く
な
か

っ
た
。

こ
の
民
族
村
は
広
す
ぎ
て
、
僕
達

は
ニ
カ
所
し
か
見
れ
な
か

っ
た
。

次
に
ソ
ウ
ル
で
買
い
物
を
し
た
。

こ
つ
ち
は
、
品
物
が
と

っ
て
も
安

く
い
ろ
い
ろ
な
買
い
物
を
し
た
。

今
日
の
ホ
テ
ル
は
、
と
て
も
き

れ
い
だ

っ
た
が
、
廊
下
に
は
カ
メ

ラ
が
付
け
て
あ
り
、
と
て
も
き
び

し
そ
う
だ

っ
た
。
し
か
し
、
プ
ー

ル
や
ボ
ー
リ
ン
グ
場
な
ど
も
あ

っ

て
、
設
備
が
い
い
と
思

っ
た
。

四
日
目
は
、美
術
館
に
行

っ
た
。

そ
こ
は
、
と
て
も
大
き
く
四
階
建

の
美
術
館
で
し
た
。

一
番
中
心
の
所
に
広
場
み
た
い

な
所
が
あ
り
、
そ
こ
は
、
と
て
も

広
く
両
側
の
上
の
方
に
絵
が
書
い

て
あ

っ
た
。
僕
は
、

一
階
か
ら
見

て
行
き
、
よ
く
こ
れ
だ
け
の
物
を

集
め
ら
れ
た
な
ぁ
と
思

っ
た
。
写

真
に
撮
れ
な
か

っ
た
の
が
残
念
だ

っ
た
。

次
に
板
門
店
に
行

っ
た
。
板
門

店
で
は
、
中
に
入
れ
ず
残
念
だ

っ

た
が
、
外
に
あ
る
広
場
に
は
、
戦

車
や

ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
な
ど
が
置
い

て
あ
ら

た
。

そ
し
て
、
最
後
に
自
由
行
動
に

な
り
、
地
下
の
店
に
行

っ
て
み
た
。

こ
こ
も
品
物
が
安
く
、
ほ
か
の
所

よ
り
安
い
と
思

っ
た
。
自
由
行
動

の
後
、
ホ
テ
ル
に
帰

つ
た
。
そ
の

夜
は
、
話
が
も
り
あ
が
り
、
夜
遅

く
ま
で
話
を
し
て
い
た
の
で
、
次

の
日
が
き

つ
く
て
、
と
て
も
眠
か

っ
た
。

い
よ
い
よ
最
終
日
。
も
う
行
く

所
は
な
く
、
土
産
屋
さ
ん
で
買
い

物
を
し
た
。
そ
こ
で
、
キ
ム
チ
を

買

っ
た
。
初
め
来
た
時
は
、
と

っ

て
も
か
ら
く
て
、
た
ま
ら
な
か

っ

た
け
ど
、
も
う
な
れ
て
何
か
も
の

た
り
な
く
感
じ
て
き
た
。

そ
し
て
空
港
に
着
き
、
ソ
ウ
ル

を
後
に
熊
本

へ
飛
び
立
ち
ま
し
た
。

飛
行
機
で
は
、
場
所
が
変
わ
れ
て

よ
か

つ
た
。
そ
れ
に
機
内
食
が
お

い
し
か

っ
た
。

無
事
に
熊
本
空
港
に
着
き
ま
し

た
。
僕
は
、
今
回
韓
国
に
行
け
て

よ
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
友
達
や
韓
国
の
こ
と
が
い
ろ

い
ろ
わ
か
り
、
日
本
と
の
違

い
な

ん
か
も
わ
か
り
、
勉
強
に
な
り
本

当
に
よ
か

っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
ん
な
機
会
が
あ

っ
た
ら

ど
ん
な
国
で
も
行

っ
て
勉
強
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
引
率
者
や
リ
ー

ダ
ー
の
方
に
は
、
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。

海
外
研
修
を
終
え
て

高
森
中
二
年

岩

下

隼

人

金
婚
夫
婦

今
年
は
十
五
組

今
年
は
昭
和
十
七
年
に
結
婚
さ

れ
た
内
山
藤
春
さ
ん

・
ミ
ツ
さ
ん

を
は
じ
め
、
次
の
十
五
組
の
方
々

が
金
婚
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

後藤 伍一さん (76)

ツオさん (69)

(高森 旭通)

荒牧  吉」さん (75)

フジノさん (74)

(色見 戸狩)

後藤 元男さん (75)

干枝子さん (73)

(上色見 洗川)

児玉今朝光さん (72)

キクエさん (71)

(中 今村)

(5)

森川 末廣さん (79)

ヌイさん (73)

(高森 天神)

後藤今朝数さん (85)

綾子さん (75)

(色見 小倉原)

岩下 貫子さん (76)

フヤ子さん (74)

(色見 出鳥)

荒牧  溜さん (80)

ツヤ子さん (72)

(上色見 前原)

内山 藤春さん (88)

ミツさん (78)

(高森 村出)

岩下  岡」さん (77)

郁子さん (72)

(高森  森)

本川 朝一さん (72)

サツエさん (69)

(色見 出鳥)

後藤 政治さん (87)

テル子さん (75)

(上色見 前原)

山
本

小出  薫さん (79)

マツコさん (77)

(高森 昭和)

住吉 義行さん (74)

サキ子さん (73)

(色見 丼上)

後藤 保一さん (76)

信子さん (71)

(上色見 前原)

●   ●

●   ●

ダ十
後
藤
　
末
継
さ
ん
（８３
）

ミ
ネ
フ
さ
ん
（８１
）

佐
伯
　
　
慧
さ
ん
（８４
）

ナ
ツ
エ
さ
ん
（７７
）

津

留

涼
さ
ん
（８７
）

ス
エ
コ
さ
ん
（８０
）

盛
親
さ
ん
（９０
）

ス
エ
ミ
さ
ん
（８４
）

厚
さ
ん
（９４
）

イ
ソ
エ
さ
ん
（８８
）

清
二
さ
ん
（８５
）

チ
エ
さ
ん
（７９
）

弘
國
さ
ん
（９０
）

ス
テ
フ
さ
ん
（８５
）

募
さ
ん
（９１
）

ウ
メ
さ
ん
（８４
）

次
永
さ
ん
（８３
）

ヨ
リ
さ
ん
（８１
）

覚
さ
ん
（８９
）

カ
ナ

エ
さ
ん
（８１
）

宇
藤

佐
藤

イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

四‐
組
を
表
彰

今
村

岩

下

本

田

佐
伯

後
藤
　
　
磨
さ
ん
（８８
）

フ
ミ
ヲ
さ
ん
（８５
）

井
上
　
　
勝
さ
ん
（９３
）

シ
ヅ
オ
さ
ん
（９７
）

甲
斐
　
継
弘
さ
ん
（８３
）

ウ
メ
さ
ん
（７７
）

本
田
　
明
夫
さ
ん
（８４
）

ヒ
デ
さ
ん
（７９
）

高ヽ
森
　
／

／
　
村
山
、

高ヽ
森
　
ン

／　
村
山
、

高ヽ
森
　
ノ

／
　
旭
通
、

＼高
森
　
ノ

／
　
下
町
＼

高ヽ
森
　
ノ

／
　
津
留
、

＼色
見
　
／

／
　
西
丁
、

色ヽ
見
　
／

／
　
中
園
、

色ヽ
見
　
／

／
　
中
園
＼

＼
上
色
見
／

／
　
中
原
、

ヽ
Ｌ
色
見
／

／
　
中
原
、

ヽ
上
色
見
／

ィ
　
前
原
、

＼矢
津

田
／

／
高
尾
野
、

Ｌヽ
Ｉ
　
　
　
´

ィ
　
中
村
、

ヽ
首
１
　

　

　

／

ィ
　
中
村
、
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グ

ラ
ウ

ン
ド

・
ゴ

交

流

大

会

第

一
回
高
森
町
グ
ラ
ウ
ン
ド

・

ゴ
ル
フ
協
会
夏
期
交
流
大
会
が
八

月
二
十
二
日
、
南
阿
蘇
国
民
休
暇

村
広
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

国
民
休
暇
村
の
後
援
に
よ
り
町

グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
協
会
が
主

催
し
た
大
会
に
は
、
町
内
か
ら
協

会
員
約
八
十
人
が
参
加
し
て
行
わ

れ
、
大
会
目
的
で
も
あ
る
会
員
相

互
の
親
睦
と
交
流
を
大
い
に
深
め

ま
し
た
。

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

■
男
子
の
部
　
①
佐
藤
徹
　
②
後

藤
嵐
　
③
渡
辺
警

■
女
子
の
部
　
①
野
尻

マ
サ

エ

②
森

エ
キ
子
　
③
高
倉

フ
キ
子

休暇村広場で行われた協会初の大会

石
柱
の
六
地
蔵
に
魅
せ
ら
れ
て

往
時
を
し
の
ば
せ
る
十
八
番
安
楽
寺

夏
の
盛
り
を
過
ぎ
、
朝
夕
に
ち

ょ
っ
ぴ
り
涼
し
さ
を
感
じ
る
よ
う

に
な

っ
た
あ
る
日
、
本
町
か
ら
い

よ
い
よ
文
化
財
を
訪
ね
て
み
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

根
子
岳
と
高
岳
の
間
に
あ
る
日

ノ
尾
峠
を
通

っ
て
高
森
町
に
入
る

と
、
鍋
の
平
キ
ヤ
ン
プ
場
が
眼
下

に
広
が
り
ま
す
。

こ
の
付
近
は
標
高
が
高
い
こ
と

も
あ

つ
て
、
あ
ち
こ
ち
で
ハ
ギ
の

花
が
み
ら
れ
秋
が
近
い
こ
と
を
感

じ
さ
せ
ま
す
。
色
見
に
さ
し
か
か

つ
た
と
き
、
日
に
飛
び
込
ん
で
き

た
の
は
石
柱
の
六
地
蔵
さ
ん
で
す
。

こ
こ
で
、
本
来
の
観
音
様
探
訪
か

ら
話
し
が
少
し
そ
れ
ま
す
が
、
六

地
蔵
さ
ん
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し

よ

う

。
地
蔵
さ
ん
ほ
ど
昔
か
ら
親
し
ま

れ
、
身
近
な
仏
様
と
し
て
信
仰
さ

れ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

は
、
お
釈
迦
様
が
人
滅
し
た
あ
と
、

弥
勒
仏
が
現
れ
る
ま
で
の
長
い
長

い
間
、
す
べ
て
の
人
々
の
六
道
を

救

っ
て
く
だ
さ
る
と
い
う
あ
り
が

た
い
仏
様
と
い
う
こ
と
か
ら
で
す
。

六
道
と
い
う
の
は
、
天

。
人

・

修
羅

・
畜
生

。
餓
鬼

・
地
獄
の
こ

と
で
す
。
で
す
か
ら
、
無
信
仰
の

人
で
も
焼
死
や
水
死
、
交
通
事
故

死
と
い
っ
た
悲
惨
な
死
を
遂
げ
ら

れ
た
場
合
な
ど
は
、
成
仏
で
き
る

よ
う
に
と
お
地
蔵
さ
ん
を
お
ま

つ

り
す
る
の
で
す
。

本
来
な
ら
ば
六
道
の
そ
れ
ぞ
れ

の
意
味
を
持

つ
地

蔵
さ
ん
が

一
体
ず

つ
彫
ら
れ
る
の
で

す
が
、
当
時
と
し

て
は
浄
財
の
関
係

な
ど
か
ら
、
石
柱

六
面
に
彫
ら
れ
た

り
し
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
六
体

ま
た
は
六
面
に
彫
ら
れ
た
の
を
六

地
蔵
菩
薩
と
い
っ
て
通
称
六
地
蔵

さ
ん
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
見
る
六
地

蔵
さ
ん
は
そ
の
大
き
さ
高
さ
か
ら

も
県
内
第

一
級
の
文
化
財
と
言
え

る
で
し
ょ
う
。
文
明

（
一
、
四
六

九
～

一
、
四
八
九
年
）
年
間
に
作

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
、
も
う

五
百
年
以
上
も
た

っ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
痛
み
も
少
な
く

六
面
に
は

っ
き
り
し
た
そ
れ
ぞ
れ

の
地
蔵
さ
ん
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

巾
世
の
こ
ろ
か
ら
今
日
ま
で
、
ど

の
く
ら
い
の
人
が
願
か
け
の
た
め

こ
の
地
を
訪
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

永
い
歴
史
を
感
じ
ま
す
。

さ
て
、
六
面
の
ど
ち
ら
か
ら
参

拝
し
て
も
ご
利
益
が
あ
る
も
の
と

思
い
、
合
掌
と
低
頭
を
す
ま
せ
て

目
指
す
十
八
番
安
楽
寺

へ
と
進
み

ま
す
。
約
二
十
＝
も
歩
け
ば
、
ス

ギ
木
立
ち
に
囲
ま
れ
た
安
楽
寺
が

見
え
て
き
ま
す
。

二
本
の
異
な
る
木
が
寄
り
添
う

よ
う
に
境
内
中
央
に
そ
び
え
立
ち
、

周
り
の
木
々
と

一
緒
に
お
堂
を

つ

つ
み
こ
む
形
に
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
の
木
の
下
に
は
、
石
造
の
馬
頭

観
音
さ
ん
と
弘
法
大
師
さ
ん
が
安

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
大

き
な
石
の
板
に
は
梵
字
と
い
っ
て
、

さ
き
ほ
ど
の
六
地
蔵
の
意
味
を
表

し
た
も
の
が
彫

っ
て
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
石
が
六
体
そ
ろ

っ
て

い
る
は
ず
な
の
で
、
辺
り
を
探
し

て
み
た
と
こ
ろ
お
堂
の
南
側
で

一

体
発
見
し
ま
し
た
。

近
く
の
六
地
蔵
石
柱
と
と
も
に
、

こ
こ
に
あ
る
六
地
蔵
も
含
め
て
安

楽
寺
は
栄
華
を
き
わ
め
て
い
た
よ

う
で
、
往
時
を
し
の
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

お
堂
を
の
ぞ
い
て
み
ま
す
と
拝

殿
の
奥
は
鍵
が
か
か
り
、
観
音
様

は
収
納
さ
れ
た
ま
ま
で
残
念
な
が

ら
拝
見
で
き
ま
せ
ん
。

あ
と
で
分
か

っ
た
こ
と
で
す
が
、

こ
れ
に
は
深
い
深
い
い
わ
れ
が
隠

さ
れ
て
い
た
の
で
す
。

（次
号

へ
続
く
）

優良牛が勢揃い

永い歴史を感じさせる石柱の六地蔵

●   ●

●   ●

南阿蘇畜産農業協同組合 (今村来組合長)主催

の第44回畜産共進会が9月 18日 、同家畜市場で開

かれました。

今年も同畜協管内の 8つの支部から選ばれた質

の高い優良牛が 3部門に82頭 、乾燥の部に15点 が

出品。厳しい審査をうけました。

この結果、肉牛の部と乾燥の部で高森支部が優

勝旗を手にしたほか、同支部が総合優勝を飾 りま

した。本町関係の入賞者は次のとおりです。

【未経産牛】△名誉賞 古沢建生 (な でしこ号)、

下田修一 (かお う号)、 矢津田郭富 (第三くさふく

号)、 松尾治実 (さ かえ号)

【登録牛】△名誉賞 白石民生 (た いほう号)、 本

田道広 (た まえ号)

【肉牛】△名誉賞首席 荒牧弘幸 (福歳号)▽名

誉賞 荒牧弘幸 (良波号)、 中川雄一郎 (ま る号)、

産肉検定センター (秋風号)

【乾燥】△名誉賞首席 上在肉用牛生産クラブ (イ

タリアンライグラス)▽名誉賞 西丁肉用牛生産

組合 (イ タリアンライグラス)

ずらりと並んだ優良牛

工事の安全を願って行われた神事

特
産
品
加
工
施
設
が
起
工

本
町
草
部
に
特
産
品
加
工
施
設
が
出
来
る

こ
と
に
な
り
九
月
二
日
、
関
係
者
が
出
席
し

て
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

生
産
か
ら
加
工
販
売
ま
で

一
貫
し
た
体
制

を

つ
く
り
、
生
産
量
の
増
大
と
経
営
基
盤
の

確
立
及
び
雇
用
の
場
の
拡
大
な
ど
地
域
の
活

性
化
を
目
指
し
て
町
が
進
め
て
い
た
も
の
で
、

第
二
期
山
村
振
興
農
林
業
対
策
事
業
を
導
入
、

敷
地
面
積
は
約
六
千
五
百
平
方
肝
、
総
工
事

費
約

一
億

一
千
九
百
万
円
で
平
成
五
年
二
月

に
完
成
予
定
で
す
。

神
事
で
は
、
今
村
町
長
ら
が
玉
串
を
捧
げ

工
事
の
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
、
手
作
リ
ハ
ム

・
ソ
ー
セ
ー

ジ
や
ミ
ソ
の
加
工
、
ま
ん
じ
ゅ
う
の
製
造
か

ら
始
め
ら
れ
、
将
来
農
産
物
な
ど
を
利
用
し

た
特
産
品
の
加
工
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
ア
ー
チ
橋

「奥
阿
蘇
大

橋
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ

っ
た
新
包
装
デ
ザ
イ

ン
の
研
究
も
さ
れ
ま
す
。
更
に
平
成
五
年
度

に
は
、
販
売
施
設
と
し
て
の
物
産
館
建
設
も

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
施
設
の
建
設
に
よ

り
草
部
地
区
は
も
と
よ
り
町
の
活
性
化
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

南阿蘇では最初の札所 18番安楽寺

(6)
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体力つくり強調月間

レ ッ ツ エ ン ジ ョ イ ウ ォ

あなたは、自分が一日に何歩歩いてい

るかご存じですか?ほとんどの人は、「測

つて歩いているわけでもないし、分から

ない」と答えるでしよう。それもそのは

ず、歩<ということは生活の一部ですか

ら、特別な理由がない限り、意識して歩

いているという人のほうがめずらしいと

いえます。

現代人の歩行量 (1日 の歩数)

ところで、最近、この「歩<」 という

ことが見直されています。だれにでもで

きるスポーツ「ウォーキング」として注

目を浴びているのです。

10月は体力つ<り強調月間。あなたも

歩<ことを見つめ直し、もつと積極的に

生活の中に取り入れてみませんか。さあ

レッツ エンジョイ ウォーキング。

織

●

●

歩
か
な
＜
な

っ
た
現
代
人

現
代

人

は
歩

か
な

く
な

っ
た

…
…
と

よ

く

耳

に
し
ま
す

が

、
実

際

に
は
ど

う

で
し

よ
う

か
。

現
代
の
サ
ラ
リ
ー
ラ
ン
、
主
婦
、
小
学

生
で
み
た

一
日
の
歩
行
量
を
調
べ
た
デ
ー

タ
が
あ
り
ま
す

（表
参
照
）
。
運
動
不
足
を

解

消

し
、
健

康

を

維
持

す

る
た

め

に
は
、

一
日

一
万
歩

は

必

要

で
あ

る
と

い
わ

れ

ま

す

。

と

こ
ろ
が

、

こ

の
表

を

見

て
も

お
分

か

り

の
と

お

り

、

一
万
歩

を
超

え

て

い
る

の
は

、

ゴ

ル

フ
や

ハ
イ

キ

ン
グ

な

ど

の
特

別
な

イ

ベ

ン
ト

が
あ

つ
た

日
と

、
外

で
遊

ん

で

い
る

子
ど

も
た

ち

だ

け
。

大

人

に
限

っ
て

い
え
ば

、
普

通

の
生

活

を

し

て

い
る

だ

け

で
は
歩

行

量

が

不

足

し

て

い
る

の
で

す
。
ま
た
、
子
ど
も
に
し
て
も
、
家
の
中

で
Ｔ
Ｖ
ゲ
ー
ム
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
よ

う
で
は
、
一
万
歩
に
は
程
遠
い
で
し
ょ
う
。

成
人
病
は

″運
動
不
足
病
″

運
動
不
足
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
成
人
病
を

引
き
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
も
の
で
は
、

①
高
血
圧
症

②
高
脂
血
症

（血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
や
中
性
脂
肪
が
多
く
な
る
）

③
心
臓
病

（心
筋
梗
塞
や
狭
心
症
な
ど
）

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

な
ぜ
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
の
か

と

こ
ろ

で
、
「健
康

維
持

の
た

め

に
も

運

動

は
欠

か

せ
な

い
」

「さ

あ

運
動

し
よ

う
」

と
な

っ
た

と
き

、
気

を

つ
け

て

ほ
し

い

こ

と
が

あ

り
ま

す

。

そ
れ

は
、

運
動

不

足
を

解

消

す

る

に

は
、
息

の
切

れ

る

よ

う
な

運

動

で
な

け

れ
ば

効

果

が
な

い
と
錯
覚

し

て

し
ま

う

こ
と

で
す
。

運
動

不

足
と

い

っ
て
も

運
動

の
強
さ

が

不

足

し

て

い
る
わ

け

で
は
あ

り
ま

せ

ん
。

運
動

の
量

が

不

足

し

て

い
る

の
で
す

。

そ

こ
で
、

軽

い
運
動

で
、

長

く
続

け

る

こ
と

の

で
き

る

も

の
と

し

て
ウ

オ
ー

キ

ン

グ

が

注

目
さ

れ

て

い
る

の

で
す

。　
一
キ

ロ

メ
ー

ト

ル
走

っ
た
だ

け

で

へ
た

ば

っ
て
し

ま

う

人

で
も
、

歩

く

の
な

ら

二
、

三
キ

ロ

メ
ー
ト

ル
と
続
け
ら
れ
る
で
し
よ
う
。
よ

く
、　
一
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
走
る

の
と

一
キ

ロ

メ
ー
ト

ル
歩
く

の
で
は
、

エ
ネ

ル
ギ
ー

の

消
費
量
が
違
う
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、

こ
れ
は
大
き
な
間
違

い
。
歩

い
て
も
走

っ

て
も
距
離
が
同
じ
な
ら
、
消
費
さ
れ
る

エ

ネ

ル
ギ
ー
は
同
じ
な

の
で
す
。

歩
く
の
に
ル
ー
ル
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

う
い
っ
た
気
楽
さ
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
良

い
と
こ
ろ
で
も
あ
る
の
で
す
。
む
ず
か
し

く
考
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
う
、

歩
け
る
距
離
だ
け
歩
け
ば
い
い
で
し
ょ
う

し
、
歩
き
た
い
と
き
、
歩
け
る
と
き
に
歩

け
ば
い
い
の
で
す
か
ら
。

ま
た
、
歩
く
速
度
も
自
由
で
す
。
散
歩

す
る
と
き
の
ゆ
っ
く
り
し
た
歩
行
か
ら
、

グ
ン
グ
ン
歩
く
速
歩
ま
で
、
そ
の
と
き
の

体
調
や
気
分
に
合
っ
た
速
度
で
歩
い
て
み

ま
し
よ
う
。
た
だ
し
、
食
事
の
す
ぐ
あ
と

の
運
動
は
あ
ま
り
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

軽
い
散
歩
程
度
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
な
ら
と

も
か
く
、
速
め
に
歩
く
の
で
あ
れ
ば
、
食

後
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
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サラリーラン

マ イ カ ー 通 勤

バ ス ・ 電 車 通 勤

ゴルフ(1ラ ウン ド)

3,460歩

7,960歩

15,600歩

婦

家       事

ハ イ キ ング (尾瀬 )

歩け歩け大会 (25km)

5,320歩

31,500歩

40,800歩

小  学  生
室 内 遊 び (雨 )

戸 外 遊 び (晴 )

6,080歩

14,200歩

Ｈ
Ｏ
Ｗ

Ｔ
Ｏ

ウ
ォ
ー
ク
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町
の
話

話題があ りま

した ら、お知

らせ くだ さい。

総務課

広報統計係

(圏②ll11)

ナ
イ
ス
シ
∃
ツ
ト
で
気
分
最
高

本
町
初
の
ゴ

ル
フ
場
オ
ー
プ

ン

本
町
の
矢
津
田

・
中
地
区
に
ま

た
が
る
高
原
に
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
た
阿
蘇
高
森
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

が
九
月

二
十
日
、
本
町
で
は
初
め

て
の
ゴ

ル
フ
場
と
し
て
オ
ー
プ

ン

し
ま
し
た
。

Ⅲ
本
間
グ
リ
ー

ン
開
発

（小
林
和

宏
社
長
）
が
開
発

し
た
ゴ
ル
フ
場
は
、

総
面
積
百
四
十
八

診

（開
発
面
積
百

三
十
三
診
）
で
、

コ
ー
ス
の
高
低
差

五
十
暦
、
十
八
ホ

ー
ル

（七
千
二
十

ヤ
ー
ド
）
。
な
お
、

コ
ー
ス
は
カ
ー
ト

で
回
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
「将
来
、

ゴ
ル
フ
の
プ
レ
ー

人
口
も
高
齢
化
し

て
く
る
の
で
、
カ

阿蘇外輪山にオープンした阿蘇高森ゴルフ倶楽部

―
卜
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
」

と
大
間
知
哲
総
支
配
人
。
ま
た
ニ
テ

ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
も
五
箇
所
か
ら
打

て
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、

初
め
て
の
人
に
は
や
さ
し
く
、
中

級
以
上
の
人
に
は
難
し
く
な

っ
て

い
ま
す
」
と

コ
ー
ス
の
特
徴
を
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
テ
ル
も
同
時
に
オ
ー

プ
ン
。
八
十
六
室
で
百
四
十
二
人

を
収
容
、
ゴ
ル
フ
客
ば
か
り
で
な

く

一
般
の
人
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト

（
二

面
）
や
レ
ン
タ
ル
サ
イ
ク
ル

（
二

十
台
）
が
あ
り
、
リ
ゾ
ー
ト
的
な

面
も
備
え
た
、
阿
蘇
の
大
自
然
に

ラ
ッ
チ
し
た
ゴ
ル
フ
場
で
す
。

現
在
、
従
業
員
は
六
十
人
、
パ

ー
ト
や

コ
ー
ス
管
理
を
含
め
る
と

約
百
人
で
、
こ
の
ほ
と
ん
ど
が
地

元
か
ら
の
雇
用
と
な

っ
て
い
ま
す
。

高
森
工
業
団
地
に
続
き
ゴ
ル
フ
場

の
オ
ー
プ
ン
で
、
雇
用
の
場
の
拡

大
と
し
て
も
大
き
く
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

根
子
岳
を
背
景
に
完
成
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス

般
客
も
不|」

用
で
き
る
ホ

ル

●

●
― ヽヽ 三

0

町
民
憩
の
場
と
し
て

ミ
ニ
公
園
完
成

役
場
横
の
空
地
を
整
備
し
て
、

こ
の
ほ
ど
公
園
が
完
成
し
ま
し
た
。

森
童
の
森
と
名
付
け
ら
れ
た
こ

の
公
園
に
は
、ブ

ロ
ン
ズ
で
で
き
た

森
童
の
像
や
水
飲
み
場
、
そ
し
て
素

足
で
歩
き
体
調
を
整
え
る
健
康
ふ

み
ふ
み
ロ
ー
ド
な
ど
が
設
置
さ
れ
、

憩
の
場
と
し
て
ご
利
用
で
き
ま
す
。

こ
の
公
園
整
備
に
あ
た
り
、
次

の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
ｃ

＊
岩
下
り
ん
ど
う
園

・
森
童
の
ブ

ロ
ン
ズ
像

＊
高
森
モ
ー
タ
ー
ス

・
水
飲
み
場

＊
藤
本
カ
ツ
子
さ
ん

（昭
和
）

。
も
み
じ
の
木

公園の中央に設置されている「森童」の像

(8)

・■
，
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